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1　 は じめに

　9 世紀 の 三 大翻訳 師 ： カ （sKa ）・チ ョ ク （Cog）・シ ャ ン （Zhang）の
一

人で ，大校 閲翻訳師

（zhu 　chen 　gyi　lo　tsa　ba） の称号 を持 つ カワ
・ペ ル ツ ェ ク （sKa 　ba　dPal　brtsegs）には，数点の 著作

があ り，それ らは大蔵経 中に も現存する
ω

。 その うち 『法門』（C）は 8 フ ォ リオ程の 語彙集で，

前序 に は 「『備忘録』の 本頌」（C ，
345bl）（2）

と記 されて い る 。 こ の 『備忘録』は大蔵経 中で は，

C の 直前に収載された 『法門備忘録』 （」）をさす と思われるが 同書 もペ ル ッ ェ ク等
〔3）

に よっ

て編纂された仏教語釈集で ある 。 分量 は北京版で は 70 フ ォ リオ程で あ り，これは同時期 に活躍

した 同 じ く三 大翻訳師の シ ャ ン ・イ ェ シ ェ
ー

デ （Zhang　Y6　shes 　sde ）等が編 んだ欽定語釈集 『二

巻本訳語釈』 （GB）の 二 倍弱に相当する 。

　筆者 はこれ まで 」 と C の 関係 は，同時期の 欽定語彙集で ある Mah v々yutpatti （MVP ）とその 難

語釈 の GB と同様の もの で あると想定 して い た 。 しか し，前序 に 「本頌」 とある もの の ，実際

には C は 」か ら語彙 を網羅的に抜 き出 した もの で はない し，」 は C の 収載語 に対 して 逐語的に

語釈 を行 っ た もの で もない 。 C に添 っ た注釈 は前半の みで，後半 は一致せず，む しろノは C を

法数 によ っ て整理 しようとした意図が窺 える
c4）

。

　ただ，」は IWP と関わ りが深 く，掲載 された見出 し語 700余語 中 8 割が 雄 P に
一致 して い

る 。 しか し GB と採用術語で 一致するの は半数程で あるし，」は GB よ り詳 しい 解説が施 されて

お り，語釈 の 内容 も一致 しない
（S）

。 つ まり，一方が他 方の 原本 にな っ た （例 えばペ ル ツ ェ クが，

語釈 にお い て イ ェ シ ェ
ーデの 編著作を大 い に参照 した，もし くはその 逆の 構図がある） とい う

ような関係で はない こ とが明 らかであ る 。 」 の特徴 は，？LfVPか ら漏れた仏教術語 も扱 っ て い る

こ と で あ り，その 意味で は確か に仏教語の備忘，覚え書 き的な もの と言 えるか も知れ ない 。 だ

が，内容は単 なる 「備忘」 とい うレベ ル で はな く，詳細な仏教語釈集 と言 える 。

　C，並 び に J に は敦熄出土の 関連写本が幾 つ か存在する （原田 1985，435）が，本稿で は 『法

門備忘録』 の
一

部，もしくは 「法門の 要略」で あるこ とが 明記 されて い る ス タイ ン蒐集写本チ

ベ ッ ト語文献の Stein　608 （Poussin，　No ，608）と Stein　609 （Poussin，　No ．609），ペ リオ蒐集チ ベ ッ

ト語文献の Pelliot　121 （Lalou，　No．121）と Pelliot　602 （Lalou，　No．602）を用い て ，これ ら写本群

と 『法門』お よび 『法門備忘録』 との 関係を考察する 。 各写本 に 関 して は IDP に掲載 され て い

る画像を使用 したが ，Stein　608の み画像が未掲載 であ っ た ため ，東洋文庫所蔵マ イクロ フ ィ ッ

シ ュ の 紙焼 き複製を使用 した 。
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2 各写本の 特徴

2．1　 Stein　608

　末尾 に 『法 門備忘録』 と明記 された，ウ メ ー書体 ，
1 フ ォ リオ表 ，

6 行の み の 断片で ある 。

五 無間罪 と近五無間罪 に つ い て 書 かれ て お り，語釈 と して は
一

枚 で 完結 して い る 。 表記に関 し

て は，mi ，　 me に敦煌写本特有の myi ，　 mye が用 い られる他 ，
　q は（が用 い られてお り，更 に判

読 しうる限 り終辞以外 の すべ て に おい て shad の 直前 の 語に もtsheg が存在す る 。 終辞に関して

も，tsheg の 残 るもの もあるため，鮮明な影像 で見る こ とが 出来れば，終辞の tsheg の 有無 を調

べ る こ とが出来るはずで ある 。

2．2　 Stein　609

　4 フ ォ リオか らな り，写本の左 マ
ー

ジ ン には ウチ ェ ン 書体で ka，　 kha，　 ga，　 nga と葉数が 示さ

れて い る 。 1枚 の 行数 は
一定せ ず，ka ： 表 6 行 ・裏 9 行，　 kha ： 表裏各 10行，　 ga ： 表 8 行 ・裏

10行，nga ：表 9 行 ・裏 8 行で ，　 ka の 1行 目か ら 5 行 目までが ウチ ェ ン書体 6 行 目以後 nga

の 終わ りまで がウ メ ー書体 で 書かれて い る 。 表記に つ い て は Stein　608 と同様に，　 mi ，　 me には

myi ，　mye が用 い られる他，　c（
t

の 使用や ，
　nga 以外の shad の 直前の 語 に もtsheg が付 されて い る 。

また ，
Stein　608 には見 られなか っ た左 に流れ る gi　gu が頻 出する 。 終辞 に関 して も添後字がな

く茂が接続す る場合 t 直前 の 字に tsheg を付 し ， 現行の よ うに直接接続 して は い ない こ とがあ

るが，こ れ も規則的で は ない
。 属格 に関 して も同様で ，脊は直前の 字 に直接接続 しない こ とが

ある 。 こ の 他，men 　tog （me 　tog），　 mye 　ngan （mya 　ngan ） など，現行語句 との 違 い も多 い
。

　 内容 は，三 宝や 三界 など の 基本 的な仏教語釈集に なっ て お り，冒頭で 「法 門の 要略」で ある

こ とが明記 されて い る （本稿末に添えた，付 〈T2 ： Stein・609＞参照）が，十 二 因縁 を説 く途中

で 終わ り，完結 して い ない 。

2．3　Pelliot　121

　ウチ ェ ン 書体 で 書かれた数種類の 文献の 集 ま りで 、『頓悟 論要約』 『大乗 中観義』 『禅定論』

『七 祖録』，さら に 「法門の 要略」 の 五部か ら成る （沖本 1977 ，461 −462 ）
（6）

。 こ の うち，22al か

ら25a5 まで の 4 フ ォ リオ （1 葉表裏に 5 行ずつ ）が，「法門の 要略」に相当する。 内容は 三 宝 と

三 界の解 説で あ り，今回の 照合の 結果，Stein　609 の 1al か ら 2a4 （「三 界」の 解説の 途中まで）

に対応する こ とが明 らか とな っ た 。 た だ，細か い 異同は多 く、同 じよ うに 「『法門』 の 要略で あ

る」と称 した 文献で あ りなが ら，同
一
文献の 単なる写 し とい うわけで はな く，増広や省略が見

られる 。

　表記の 特徴は，Stein　609 と違 い nga 以外は shad の 前に tsheg は付か ない 。
つ ま り現行通 りの

表記 とな っ て い る 。 単語 に関 して も，新訳語で よ り整えられて い るが 左 に流 れる gi　gu は Stein

609 よ り増 えて い る 。
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2．4　 Pelliot　602

　左 マ
ージ ン に ca とウチ ェ ン 書体で葉数が記された 1 フ ォ リオ表の みの 断片で ，内容は十二 因

縁の途中か ら終わ りまで が解説 され，末尾に は 「法門の 要略 ， 終わ る」 と書かれ て い る （本稿

末の ， 付 くT4 ：Pellot　602＞参照）こ とか ら，本写本が
一連 の文書の 最終葉で ある こ とがわか る 。

　本稿末で は本写本 も含 めた四写本 と北京版，並 び に対勘本 との 異同を調査 し注 を添 えて
， 活

字化 した照合版 を付 して い るが，その 照合の 結果，本写本は Stein　609 に続 く
一

葉で ある こ とが

明 らかに な っ た 。 両者 とも同 じく敦煙莫高窟か ら出土 し，サ イズ も Stein　609 が 7．7 × 28．5　cm ，

本写本は 7．7 × 28．6cm と誤差の 範囲であ り，葉数も nga に続 くca で
， 書体 も同 じで あ り筆跡 も

同一 と思われる 。 しか も，十 二 因縁を解説した内容もス ム ーズ に つ なが っ て い る 。

3 各写本の 内容

3．1　 Stein　608

　前述した よ うに，五 無問罪 と近五無問罪
（7＞

に つ い て 語釈され た もの で ，」．　320b4 に相当し ，

MVP （通 し番号）は，2333・2338 （以下 ，
　 MVPt 『翻訳名義大集』：S，　 GB に続 く数字は通 し番号

を表す），S は 2323−2328に相当する 。
こ の術語は C にはな く，

GB に も語釈 はない
。 しか し，　J

は 「こ の よ うな業を作れ ば ， 苦 しみが 間断な く無間に続 く地獄 の 住人に生 まれ る こ とか ら
“
無

間
”

と言われ る」（本稿末の 照合版 注  参照）と説明 して い る 。 ただ，本写本で はそ の 部分は

略され，内容的 には こ れ もまた 「要略」 となっ て い る こ とが わか る。 近五 無問罪 （MVR 　2339−

2344， S．　2329−2334）に つ い て も，　 J は本写本 の 文章 の 後に，「地獄 の 苦 しみ は ある けれ ど も， 無

間ほ どで はない こ とか ら近無間」で ある こ とが説か れ，阿羅漢尼や菩薩などに つ い て も具体的

に説明 されて い る （Z320b8 −321a6）が，本写本で はそ の 部分が省か れ，末尾の タ イ トル 名 『法

門備忘録』を記 して い る。

　本写本で は ，
こ の タ イ トル の後 に書かれた

一
文 （

’jlg　rten ’jog　pa〃 chos ＿）は，そ の 後 の 二 ，三

語が 判読で きな い こ ともあ り，章の 名前 なの か，他の 何か で ある の か は っ きりしな い 。 現存す

る 」 に こ の ような章立て はな く，五 無間罪 の前後の 術語は 「五」 の 法数を集めた もの で あ り，

「世間を設定す る」 と い うよ うな
一

文 と関連づ ける こ とが で きな い 。 ただ ，
C もしくは J の 『要

略』の ご ときもの が章立 て で 分類 され た もの で あっ た と も考えられ る 。 また
， 本写本が ，五 無

間罪 と近五 無間罪だ けの 術語解釈で 完結 して い る こ とか らする と
，

こ の 『要略』の ご ときもの

が必要に応 じて 部分的に書写 されて い た と推測 され る 。

3．2　Stein　609
，　Pelliot　121

　 こ こ で は，三宝，三 界，六 道，五 蘊，十八 界，十二 因縁などが 説明され，各説明の 中で 四生

や識 などが詳説 され て い る 。 以下 に，内容を科段で 示す 。 見出 し語に続 く （ ）に参照文献の

所在や通 し番号を記したが，対応 が ない もの は記載して い なV   （尚，本稿末の 照合版 内の ロ ー

マ 数字が付され た段落分けは，以 下 の 科段に対応する 。 そ の 際　〔 〕は照合版に は な く便宜 的
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に付 した もの で あ る 。 ）

1．　三宝　　（J．310b1，C．347b8）
　 　 1− i．一

体 三宝　（Pelliot　121，22a1−b5）

　　1− ii．別体三 宝　（Pelliot　121，22b5−．後 半一致 せ ず。）
　　1−iii．住持 三 宝　（Pelliot　l　21，23b4 −24al）
　　1−iv．補 遺 （別体 三宝 ）　（Pelliot　121，24al−5）
〔H ．三 界 と六 道 　（」．　313b3，　C 　352a5 ；　 三 界 ： M 厂P，3068−3071，∫．3071・3074 ）〕

　 　〔H− i．三 界 〕

　　 〔H − i− i．欲界 と十善〕

　　　 H− i− i− i．欲界　（Pelliet　121，
24al−25al）

　　　 n− i− i− ii．十善　（Pelliot　121，25a1−5．末尾を欠く。）

　　 矼一i− ii．色界　（」．　313b4，　C．352a5，　MuP ．3070，　S．3073）

　　　　　　　五 浄居天　（訊 313b4，　C 　352b2−3．　MVP ．　3099−3103，S．　3102−3106）
　　 ［− i− ili．無色 界　（J．　313b5，　C，352b3，　iWP ．3106−3110，3，3109−3113，　GB．393＞
　 　 H− li．六 道

　 　　　 　　 　四 生 　（J．　317b5，　MZP ．2286−2290，5」2278−2282）
　 　ll−ili．三 毒

　 　 1一血一i．声聞
・
独覚

　 　 H 一血一li．大乗者

皿．識　（ノ に も対応 しない 。）
　 　1皿一i．三 識

　 　皿一ii．二 識

　 　皿一lii．一識

　 　M −iv．言哉と涅槃

　 　 皿一iv− i，阿頼耶識

　 　 皿一iv− il．染汚 意

　 　 皿一iv一血．意言践

　 　 皿一iv− iv．前五 識

　 　 皿一iv− V ．刹那の 識

IV．五 蘊　（」．　274a4，　C ，345b2 ，耀 P ．1837，　S．1832，　GB ．266 ；受蘊 ：Z274b5
，
　C 　345b2

，
　MFP ．1838；1925−27，　S．　1833；

　　　　 1914−16，Gβ．267．想蘊 ：Z275a2 ，　C．　345b2，　MUP ．1839；工929−31，S．1834 ；1918 −20，　GB ．268 ．行蘊 ：」．　275a5 ，

　　　　 C．345b5，MVP ．1840
，　S．1835，　GB ．269．言俄蘊 ： J．286bl，C．345b2，　MVP ，1841，S．1836，　GB ．270）

V ．十八 界 　（J．287b7，
　C ．346b7

，
　MVP ．2050 −2068 ，　S．2040 −2058，　cf．　GB ．．277）

　 V − i． 六根

　 V −　li． 六 境

　 　　　 　 六識

W ．十 二 因縁　（無明 一名色）（J．288a6，　C．346b8，　MVe ），2250−2267，　S．2241 −2258 ，　G8 ．278）

　本写本は，「法門の 要略」で あ る と明記されて い るが，C や 」 とも術 語の掲載順序も違 い ，内

容的に も省略だ けで な く増広 も激 しく，異なる解釈 を掲載する部分 も多 い 。 三宝 に つ い て も，

J と冒頭が一致する の み で ，ノ に は ない
一体三 宝，別体三 宝，住持三宝の 解説を加え詳説 して い

る 。 こ の 三種 三宝に つ い て は，漢文資料で はあ るが 『大乗中宗見解』
（8｝
等に見 られ ，こと に前掲

書 の 原本 と考 え られる漢文 の 『法 門名義集』
〔9）

はチ ベ ッ ト支配時代 の 敦煙 で 校勘され た とい う

（田中 1966）。 今回は 『法門名義集』 を参照す る まで に至 らなか っ たが ，『大乗 中宗見解』の 三

宝解釈に 関 して は，内容的に は本写本 とかな り近 い こ とがわか っ た
｛1°）

。 ただ，他の 術語の 掲載

順序や各語釈に つ い て は同書 とは必ず しも一致 しない 。

　次に三界に つ い て は，欲界の 説明の 中で三悪趣 と十善に触れ解説 を施 して い るが，「十善」の

語 は C に もな く，」 に も語釈 は ない 。 色界は名称の み掲載 はあるが，J は欲界 の 天種 の 名前 を

述 べ る の に引 き続 き，初禅か ら解説 して い る 。 語釈に関 して は GB と共通点が見 られ，　 GB が天
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の
一

つ
一

つ を トピ ッ ク と して立て て説明 して い るの に対 し，本写本はむ しろ，GB の 諸天 の 内

容を色界の 括 りの 中で まとめた ように も見える 。 無色界の 語釈は GB よ り詳しい 。

　六 道の 術語 は C に もな く，GB で は天や傍生 の 名称などに分かれて 解説 し，
一
括 りにされて

い ない が，本写本で は四生 と関連づ けて 解説 され，四生 の 説明 もなされ る 。 四生 に 関 して は ノ

の 要略 と言 え，四生 の 例を い くつ も並べ る ノ の 説明 を省 い て 簡潔に ま とめ て い る 。 続 い て ，輪

廻 の 原因 として の 三毒に も言及するが，これ は 」に は ない 。

　 さらに 「識」だ が，阿頼耶識や染汚意の 名称は MVP に もあ るが，（册 に語釈は な く，　 C に

もな く，J に も識蘊の 説明の 中で術語は見出しうるが ，
一
致する語釈は な い 。 しか し本写本で

は，
一

識 二 識 三 識，と い っ た名称 も並べ ，阿頼耶識が染汚意以下に対 して どの ように働 く

の か，まで 詳 しくわ か りやす い 比喩を交 えて解説 して い る。 阿頼耶識 を水や川 と見る の は唯識

説 で はよ く見 られる こ とだが 今の 段階で は引用典拠 を見出せ て い ない
（11）

。

　次 に五 蘊 につ い て は，色蘊，受蘊，想蘊，行蘊は簡潔に まとめて い る 。 逆 に 」は詳細な説明

を加 えて お り，こ とに行蘊 は心相応行や 心不相応行の 一
つ
一

つ を説明 して い くス タイル を取 っ

て い る 。 識蘊の 解釈 は，本写本にある ような諸種姓 と もの の 捉 え方の 関係で 説 くこ とはな く，

阿頼耶識 と根 との 関わ りで説明 し，切 り取 り方が異なっ て い る 。 また，」が 五 蘊に引 き続 い て

十二 処，十八界，六界，十二 因縁 の 順 に説明を行 うの に対 して，本写本 は十八 界，六境 十二

因縁 と続 き六界には触れな い 。 「眼根は割 れた胡麻の よ う，耳根 は樺を捻 っ て切 っ たよ う，鼻根

は針 を並べ た よう，舌根は半月の よう，身根は鎧 を着けた よう，意根は猿が一
方の 窓か ら他方

へ 出て くる よ う」 （4b2−3） と六根 の 説明
（12）

も本写本は具体的で あ り，用 い られ て い る六 窓
一

猿

の 比喩 もノ に はな い 。 六境 につ い て は J には十二 処が 「六根 と六境」で ある と記 して 名称 の み

記すの に対 し，本写本で は逆 に六境の 説明の 中で 十二 処 を名称の み用 い て い る
ω ）

。

3．3　 Pelliot　602

　先の Stein　609 は十二 因縁 を説 く途中の 名色 まで で 終 わ っ て い るが，　 Pelliot　602 は，その 名色

か ら十二 因縁の 項 目の 最後まで 『備忘録』 よ り簡潔 に各支分 の 関係 を説 き，輪廻 と涅槃に どう

関わ っ て い る の か もわか りや すく説明して い る
（14｝

。 以上の こ とか らする と，Stein　609と Pelliot

602を合わせ た 「法門の 要略」は，内容か ら して も破綻 はな く，
一

つ の まとま りを持 っ た テキ

ス トで あ っ た と考え られ る 。

4　「法門の 要略」

　こ れ まで見て きたよ うに，Stein・608は 『法門備忘銅 と明記して い るが ，内容的に は要略 と思

われ る 。 また，当時 の敦煌 におい て は 「法門 の 要略」 と名付け られた完本が存在し （Stein　609，

Pelliot　602），その ヴ ァ リア ン ト （Pelliot　121）がある こ とか ら，よく書写 されて い たこ とが 推測

され る。 しか しこ こ で ，こ の 「法門の 要略」 とい うの は 『法門』の 「要略」な の か，『法門要

略』 とい う
一

つ の書物なの か と言う疑問が生 じる 。 しか も，Stein　608は 『法門備忘録』の 要略

と言えるの に，なぜ こ の 『法門要略』は 『法門』の 要略な の だろ うか 。

　こ れに関連 した疑問は他に もある 。 Jの 語釈には，しば しば 「〜とは何か ？と言わ れる の は」
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一
『法門』及び 「法門備忘録』の敦燒 出土写本 につ い て

一

（gang　zhe 　na 　zhes 　bya　ba）と い う
一
文が現れ ，テ

ー
マ の 提示 自体が 引用文で ある こ とを窺わせ て

い た。ノ の 本文の 冒頭部分で ，「定義につ い て は 『瑜伽論』を依用 して 示 した」（」．　274a5 ：mtshan

nyid 　yo　ga　ts
’
a　rya　las　

’byung　ba　de　ston 　te）と 『瑜伽論』の 名前を挙げる もの の ，内容に 関して

『瑜伽論』に完全 に 沿っ て い る わけで もな い た め，ノの 語釈の 典拠が本当に 『瑜伽論』である の

か （或 い は，こ こ は 「瑜伽師 〔の 著作〕」 と読む べ きなの か）判然 と しな か っ た。

　各写本 と現存の C や ノ との 内容が ピ ッ タ リ とは
一
致 しない こ とや ，こ れが 「要略」で ある こ

と を差 し引 い て も省略や増広が著 しい こ とな どを斟酌する と，大蔵経所収 の 『法 門備忘録』が

典拠 と し た 『法門』は
，

ペ ル ッ ェ ク が 著 した術語 の 列挙 だけで 語釈の な い ，大蔵経所収の 『法

門』 とは別の もの だ っ た可能性 を否定で きな い 。 実際，C の 奥書 に は 「「小」『法門』〔とい う〕

ア
ー

チ ャ
ー

リヤ
・ペ ル ツ ェ ク に よ る ご著作が完了 した 。 」 （chos 　kyi　rnam 　grangs　chung ［352b5］　ngu

a
’

a　tsa　rya　dpal　brtsegs　kyis　mdzad 　pa　rdzogs 　so ）とある 。 確 かに 8 フ ォ リオと い うノ1・部で あるが，

別 の 『法門』 の 存在が想定され うる とすれ ば，逆 に こ の 「小」は，大部の 『法門』に対応す る

もの だ っ た の で はな い だろ うか 。 GB の 奥書にある よ うに，「大集」で ある MVP に対 して
，
　 GB

の 位置づ けは 「中集」で あるわ けだ か ら，こ の よ うな大 中小 の 対応 関係に ある語彙集や 語釈集

が他 に もあ っ た とい うこ とは十分考 えられ る 。

5　ま とめ

　敦煌写本と大蔵経所収本 との 内容の 相違か ら，『法門』 と言 う名前の ，現存す る 『小法 門』 と

は 別の 「大」 と名付け られ る よ うな，ある 程度の 分量 の 語釈を含む テ キ ス トが あ り， こ の 『大

法門』をもとに 『法門備忘録』 は編 まれた の で は ない か と推定 した 。 更に，敦煌写本の 『法門

要略』 もまた
，

そ の 『大法門』 の 「要略」で はな い か と考える。本稿で 扱 っ た写本が敦煌 の 漢

文文献と も近 い 内容を持ち，禅宗文献とも関わる こ とを想起すれ ば，『法門』や 『法門備忘録』

と言っ た 語彙集や 語釈集に対 して も，よ り広 い 視野で捉え直す必要がある と言えよう。

略号表

c

C2

DG

1）K

DNG

DZ

dPal　brtsegs．　Chos　kyi　rnam 　grangs，　Peking　ed ．　No ．5850．　mDo 　
’
gre1，　cho ．「西蔵大蔵経』Vol．　145．

鈴木学術財団 ，1957．

中国蔵学研究中心 《大蔵経》対勘局対勘 ・編輯 『中華大蔵経　丹珠尓 （対勘本）』 Vol．　 l　l　6，

No ．3608
， 北京 1 中国蔵学出版社 ，

2005．

Yd菖omitra ：Grags　pa
’i　bshes　gnyen．　Chos　mngonpa 　

’i　mdzod 　1ソi
’
grel　bshad．　Tr．　Vi≦uddhisi 叩 h亀 dPal

brtsegs．　Peking　ed，　No．5593．　mNgon 　pa
’i　bstan　bcos，　cu ．『西蔵大 蔵経』Vol．　l　l6。鈴木学術財団 ，

1957．

Ed．　dPal　brtsegs，
　kLu ’i　dbang　po．　Pho 　brang　steng 　thang 　than　dkOr　9yi　chos

’
9ソu「 「o　eo9 　9i　dka「 cha9 ・

中国蔵学研究中心 《大蔵経》対勘局対勘 ・編輯 『中華大蔵経　丹珠尓 （対勘本）』Vol．116，

No．3609
，北京 ：中国蔵学 出 版社 ，2005．

Don 　rnam 　par　ngespa 　zhes 　bya　ba　
’i　chos 　dyi　rnam 　grangs，　Peking　ed ．　No ，983．bKa”gyur　mdo ，　shu ．

『西蔵大蔵経』 Vol．39．鈴木学術財団 ，1957，

dByig　gnyen．　Chos　mngon 　pa 　
’
i〃mdzod 　1ソi　bshadpa ．　Tr．　Jinamitra　dPal　brtsegs・Peking　ed・No・5591・

mNgon 　pa
’
　i　bstan　bcos，

　gu．『西蔵大蔵経』VbL　l　15．鈴木学術財団 ，1957．
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一 『法門』及び 『法門備忘録』の敦煙 出土写本 に つ い て
一
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’
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中国蔵学研 究中心 《大 蔵経》対勘局対勘 ・編輯 『中華大蔵経　丹珠尓 （対勘本）』 Vol，116，

No，3607，北京 ： 中国蔵学出版社 ，2005．
’Phags　pa　lang　har　gshegs　pa　

’i　thegpa 　ehen 　po　
’i　mdo ．　Peking　ed ．　No ．775．　mDo 　sna　tshogs ，　ngu ．『西

蔵大蔵経』Vol．29．鈴木学術 財団 ，
1957．

’1）hags　pa 　yongs　su 　mya 　ngan 　1α s
’dcLs　pa 　chen 　po 　

’
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一 『法門』及 び 『法門備忘録』 の 敦煌出土写本 に つ い て 一

注

（1） Peking　edition．　No．S843−5844，5849 −5851．（山口 1985，57−58 ，
　n．54 ；原田 1985，　435）

（2） chos 　kyi　rnam 　grangs　kyi　brjed　byang　gi　rtsa　ba　a’a 　tsa　rya　dpal　rtsegs［siG］la　sogs 隅 m （iZad　pa〃 本文

　　　よ り小 さ い 字体 で ，ベ ル ツ ェ ク を 主 と す る 複数人 に よ っ て 編纂され た こ とが記 され て い る 。 『プ

　　　トン の 仏教史』で も，」 とともに C も多 くの 翻訳僧の 合作 とする （山n ，1985，58，　n ，54）が，C

　　　の奥書で は ペ ル ツ ェ クー
人 の著作で あ るように記 されて い る 。 〔C，352b5；C2，783＞chos 　kyi　m  

　　 grangs　chung 　ngu 　a
’
a 　tsarya　dpal　brtsegs　kyis　mdzad 　pa　rdzogs 　so 〃　更に，諸版の 前序を比較する と，

　　 ペ ル ツ ェ ク の 綴 りを現行通 り記す以外，ナ ル タ ン 版 は北京版 と
一

致する が，デ ル ゲ版 とチ ョ
ーネ

　　 版は前序で は な く，タ イ トル として掲げて い る 。 （σ2，
769；784．n．769一  ：chos 　kyi　．．．rtsa　ba　bzhugs

　　 ／） C の 内容を 」 と照合する 限 り，C は 」の本頌を抜 き出 した もの とは思えな い （石川 ，2008参

　　 照）。 前序，もしくは タ イ トル は後世 の 付加であ っ て，奥書 こ そ本文著作 （もしくは編輯）と同

　　 時代の もの と理解する べ きで は な い か と考え る。従 っ て，『法門』 は ベ ル ツ ェ ク の 著作で ある と

　　 推測す る 。

（3）　 『法門備忘録』の著者に関 して は 「『デ ル ゲ版テ ン ギ ュ ル 目録』（464a4−5）の みがペ ル ツ ェ ク の作

　　　とする」 （山口 1985．58．n．54）が t 北京版 （」，　345a8 ）並 びにデ ル ゲ版 を底本 とした北京版 ・ナル

　　　タ ン 版・チ ョ
ーネ版 との 対勘本 （」2，　754）に お い て も，奥書で は，ペ ル ッ ェ ク を中心と し た編著

　　　として い る ： chos 　kyi　rnam 　grangs　kyi　brjed　byang 　zhes 　bya　ba　lo　ts’a　ba　chen 　po ／dpal　brtsegs　ra　kSita

　　 la　sogs　pa　rnams 　kyis　mdzad 　pa　rdzogs 　so　1〃1

（4） 石川 （2008，449，11．15−29）参照 e

（5） 」 と C，MVP ，　 GB の収載語彙を比較 し た リス トに つ い て は 、石川 （2008，446・448）参照。

（6） 沖本 （1977）参照。なお沖本 は 『法門要論』 と す る。

（7） 五 無間罪や近五 無間罪に つ い て は 『倶舎論』に も説かれ る が，ピ ッ タ リ と は一致 しな い
。 『デ ン

　　　カ ル 目録』 に名前が挙 げ られ，前伝期 に翻訳 され て い た こ とが 明 らかな （芳村 1974
，
126）『入楞

　　 伽経』は丁五無 問罪 の名 目を列挙する点で
一
致する。：de且a　blo　gros　chen 　po　rntshams 　med 　pa　lnga

　　 mams 　gang　zhe 　na 〃
’di　lta　ste ！pha　dang ！ma 　dang　f　dgra　bcom 　pa　gsod　pa　dang ！dge　

’dun　dbyen　pa　dang

　　 ！de　bzhin　gshegs　pa　la　gnod　sems 　kyis　khrag　phung［121b4］pa
’
o 〃（Lan ，121b3−4）

　　　『入楞伽経』 は，マ ハ
ー

マ テ ィ の 問 い に世尊 が答 える問答形式 で 話題が展 開する経典だが，世尊

　　　が 「〜は何 か と言え ば」 とい う定型 で説き始め る 形式は，『法門 備忘録』の 語釈の説 き起 こ し方

　　　と酷似 して い る 。 同 じ語釈集で ありなが ら，GB には こ の 定型 は見 られ ない 。

（8） 宮本 （1943）参照。敦煌 出土写本 も数点存在する （沖本 1977，　459，n ．3）。

（9）　敦煌 出土 本 が，大 正 新修大蔵経中 に 存在す る （金 山 1940
，
336）。 本稿 で は 参 照 で きな か っ た が ，

　　 所収の 法数は，15項 目掲載の 『大乗中宗見解』の約 8 倍とい うか ら，120項 目ほ どで ある。

（10＞ チベ ッ ト文字で 漢音を転写 した原文 を，宮本 （1943 ，
231−236）が校訂 して い る （旧字は新字に

　　　改めた）。五蘊，十八界に 続 い て 三宝が解説され る が，それ に よ る と ：「帰依 三宝。何者是三宝。

　　　答，仏宝，法宝，僧 宝是名 三 宝 。 問，三 宝有幾種 。 答 有 三 種 。 問，何者是 三 宝 。 答
一

体 三

　　　宝，別相三宝，住持三宝，是名三 種 。 問，何者一体三 宝。 答 法身体有妙覚以為仏宝。…問，云

　　 何離違争 。 答 僧者和合為義，法身無相故則無争，故言体無違争，名是為僧 。 問，何者為一体 。

　　　答 。 三 宝名殊 其体不異故，名
一
体 。 問 。 何以得知 三 宝名殊其体是

一
。 答 維摩経云 「仏即是

　　　法，法即是衆。 是三 宝皆無為相与虚空等」。 納此義辺故名一体 。 問，云何名為別相三 宝 。 答 六

　　　丈 （丈六）化身以為仏宝。所説言教以為法宝。大乗十信已上，小乗初果巳上，以為僧宝 。 問，何

　　　名別相 。

…
　問 ， 云何 名為住持 三 宝 。 答，泥龕素像 以為仏法 。 紙素竹帛以法宝。 剃髪染依 （衣〉

　　　以為僧宝 。 」

　　　別相 （別体）三 宝 に つ い て は 『大乗 中宗見解』 の 語釈と は 異 な り，Stein　609 や Pelliot　l　21 は 「色

　　　究竟天 の 受用身た る 大 日如来を仏宝 」「閻浮提 で の変化身た る 釈迦牟尼 が 仏宝 」 と解釈す る が，

　　　こ れは GB ．392 の 大 自在天処 の 語釈に通ずる 。 田中 （2009，14）に よ れ ば，吐蕃時代に流行 し た

　　　大日如来 と入 大菩薩の組み合わせ は，大 日如来が色究竟天 で高位の菩薩達 に説法して い る こ とを
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（ll）

（12）

（13）

（14）

表現 したもの で あるとい う。敦煌 と縁の 深い 漢文文献と親近性を持ちなが ら，色究竟天 の 受用 身

大 日を 「仏宝」 の 語釈に採用する と こ ろ に，こ の写本の特徴が見出せ る 。

『入楞伽経』では，阿頼耶識 とい う大海の 波の ように諸々 の 心が生起する こ とが説かれ る 。 ピ ッ

タ リと一致する文章はな い が，注 （7）で 前述 したように，こ の 経 は 本稿 で 扱 っ て い る写本と関

係が 深 い と考え ら れ る た め，『入楞伽経』の 注釈書等 も参照する必要が あるか もしれない 。 こ れ

に つ い て は今後の課題とした い 。

『倶舎論』 （DZ ，　54b3−6）に も意根を除 く五根に関して 近 い 表現はある が，六窓一猿 の 記述は こ の

箇所に 現れ ない 。

Stein　609 の写本として の 特徴 を付記する と，「三界に何 によ っ て 輪廻するの か」を説 く最後の 2b9

の 中程 に，thaの字が挿入され て い る 。 「三 毒」の解説の 2b10に は，　 da と読め る文字があ り，さ

らに 3a5 の 「二 識」の 冒頭には na が挿入され て い る 。
つ まり，thaは theg　pa　chen 　po の 前に，　da

は dug　gsum の 前に na は rnarn 　par　shes 　pa　gnyisの前に挿入されてい る こ とになる 。 恐 らく書写者

に術語をセ ル チ ェ
ーで 示 す （単語帳を作るような）意図があ っ た の で はない か と推測する 。 尤 も

こ れ以外の 文字の挿入が見つ か らない こ とや，na は何故，三識 の前に置かれなか っ た の か ？等

の 疑問が残 る が，こ の よ うな こ とか ら 『法門』関連文献が よ く学 ば れ て い た こ と の
一

端が窺わ れ

る 。

十二 因縁を簡潔に説 くもの に 『決定義経』がある 。 ：dge　slong　dag　de　la　rten　cing ［181b4］
’brel　bar

’byung　ba　yan　lag　bcu　gnyis　gang　zhe 　na 　1　’di　1ta　ste　1　ma 　rig　pa
’i　rkyen 　gyis

’du　byed　mams ！
’du　byed　kyi

rkyen 　gyis　rnam 　par　shes　pa　！　rnam 　par　shes　pa
’i　rkyen 　gyis　ming 　dang　gzugs　1　ming 　dang　gzugs　kyi　rkyen

gyis　skye ［b5］mched 　drug！skye 　mched 　drug　gi　rkyen 　gyis　reg 　pa ！reg 　pa
’i　rkyen 　gyis　tshor　ba　f　tshor　ba

’i
rkyen 　gyis　sred 　pa ！sred　pa

’i　rkyen 　gyis　len　pa！len　pa
’irkyen　gyis　srid　pa ！srid 　pa

’irkyen　gyis　skye 　ba ！

skye 　ba’irkyen　gyis　rga 　shi 　dang （後略）．（D ？VG
，
181b3−5）

『決定義経』 とそ の注釈である 『決定義経註』 は，chos 　kyi　rnam 　grangsを含む原文 タイ トル を持
つ 仏教語釈書 だが，内容 的に σB と共通 する箇所 も多 い 。前記の よ うに本写本 とも，十二 因縁を

簡潔に列挙する部分に 関して は一致する 。 しか し，『倶舎論』や世親 の 著作 と関連が深い 前掲二

書は，GB ほ どに は C や J，本稿で扱 っ て い る写本 とは共通 しない 。

付

　本稿 で 扱 っ た写本を照合 し，その ままの表記で活字化した もの を付 した 。 そ の 際 T1 ：Stein　608，
　T2：

Stein　609，　T3 ：Pelliot　l21
，
T4 ：Pelliot　602 と略号で 示した。凡例は 以下 の 通 りで ある 。

　
・T2 を底本とし，　 T3 や北京版の ヴ ァ リア ン トを注 に記 した。表面を a，裏面 b と し，底本の 所在を示

　す場合，Tl や T2 などの 略号を記 さず，［lar，（J320b4）］，［la2］等 と した 。 そ の 際，」 は行の 途中か ら

　始まっ て い る た め
， （ ）を付 した 。 T2 は ka の 表裏を la と 1b と し，以下同様に ア ラ ビ ア数字 とロ ー

　マ 字で 示 した。 T3 に 関して は区別するため ［Ial，　T3．22al】の ように斜体 で 示 した 。

　
・書写者 が文字 を削除す るため に 記 した と思 われ る水平線も，そ の まま注に付 した 。 （ex ，騨 う

　
・便宜的に段落分け したが，写本 の 活字化 に 際 して は 出来 る だけ忠実に 再現 した た め

， pa，
　ba な ど の

　所有接尾辞は正字法の通 りに直して い ない 。 敦熄写本特有の チベ ッ ト文字表記に つ い て は，mi ，　me は

　myi
，　myc が用い られ，前述 し た通 り，添後字を欠 く場合 の 終辞。属格助辞は現行の ように基字に連結

　して 用 い られるの で はな く tshegを挟むが，その 場合，い ちい ち ［sic ］を記 して い ない 。 但 し，敦燒写

　本間で こ れ らの 文字に異 同がある場合は，gi　gu の 違い に 関して も注に記した 。

　
・J との 違 い を注記する に際し．デ ル ゲを底本 と した四版 （デ ル ゲ，北京，チ ョ

ーネ，ナ ル タ ン）の

　校訂本 『中華大蔵経』 （」2）を参照した。」 と敦煌写本との shad や nyi 　shad の 異 同はい ち い ち記して

　い ない が，敦熄写本間に異同がある場合 の み記 した。

　
・前略 後略 は　

…で示 した 。明 らか に 誤字 ・脱字 と思 わ れ て もそ の まま記 し，［si。］を付 した 。

　
・shad と次 の 文字 の 間隔，　 nyi 　shad の 間隔に つ い て は，パ ソ コ ン

・
ソ フ トの 自動調整機能に よ っ て

一

　定して い ない が，こ の点につ い ては ご寛恕願 い た レ 
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